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食品表示に関する一元的な法律の制定など法
体系の在り方については、農林物資の規格化及
び品質表示の適正化に関する法律、食品衛生法、
健康増進法等の食品表示の関係法令を統一的
に解釈・運用を行うとともに、現行制度の運用改
善を行いつつ問題点等を把握し、検討します。

消費者庁

食品表示に関す
る一元的な法律に
ついて、平成24年
度中の法案提出を
目指します。

消費者基本計画の一部改定（平成23年７月８日閣議決定）

経緯

食品表示に関する主な法律とその目的
食品衛生法： 飲食に起因する衛生上の危害発生を防止すること
ＪＡＳ法：原材料や原産地など品質に関する適正な表示により消費者の選択に資すること
健康増進法：栄養の改善その他の国民の健康の増進を図ること

食品表示の現状

食品表示一元化検討会

スケジュール及び検討会の進め方

池戸 重信 宮城大学食産業学部長 （座長）

市川 まりこ 食のコミュニケーション円卓会議代表

上谷 律子 財団法人日本食生活協会常務理事

鬼武 一夫 日本生活協同組合連合会組織推進本部安全政策推進室長

迫 和子 社団法人日本栄養士会専務理事

田﨑 達明 東京都福祉保健局健康安全部食品危機管理担当課長

手島 玲子 国立医薬品食品衛生研究所代謝生化学部長

中川 丈久 神戸大学大学院法学研究科教授 （座長代理）

仲谷 正員 日本チェーンストア協会食品委員会委員

中村 幹雄 特定非営利活動法人食品安全グローバルネットワーク事務局長

二瓶 勉 社団法人日本惣菜協会顧問

堀江 雅子 財団法人ベターホーム協会講師

丸山 善弘 神奈川県消費者団体連絡会事務局長

森 修三 財団法人食品産業センター企画調査部次長

森田 満樹 消費生活コンサルタント

山根 香織 主婦連合会会長

構成員

食品表示一元化検討会の概要

左記の閣議決定を受け、より多くの消費者の方々が実際に商品を
選ぶ際に役に立つわかりやすい食品表示の実現を目指して、平成
23年９月から学識経験者、消費者関連団体、事業者団体等で構成
する「食品表示一元化検討会（座長：池戸重信宮城大学食産業学部長）」
を開催しているところ。
消費者庁としては、同検討会での御意見を踏まえ、さらに消費者、

事業者の御意見も伺いつつ、食品表示の一元化に向けた検討を
行っているところ。

第１回検討会（平成23年９月30日）
議題：食品表示をめぐる事情について

第２回検討会（平成23年10月25日）
議題：食品表示の目的・機能について

わかりやすい食品表示のあり方について

第３回検討会（平成23年11月28日）
議題：食品表示一元化に向けた基本的な考え方について

第４回検討会（平成23年12月19日）
議題：加工食品の原料原産地表示の拡大について

食品表示の適用範囲について

第５回検討会（平成24年１月）
議題：食品表示の適用範囲について（前回の続き）

栄養表示の義務化について

第６回検討会（平成24年２月）
議題：中間論点整理（案）

中間論点整理についての意見募集及び意見交換会の開催

第７回～９回検討会（調整中）
議題：報告書（案）の検討

第10回検討会（平成24年６月目途）
議題：報告書の取りまとめ
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